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春
闘
が
闘
わ
れ
て
い
る

二
月
十
三
日
、
な
く
せ
！

！
貧
困
集
会
が
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
三

千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
は
、
全

労
連
議
長
の
坂
内
三
夫
さ

ん
が
、「
大
企
業
の
減
税

は
十
年
間
で
七
兆
円
を
超

え
て
い
る
。
元
に
戻
し
国

民
の
暮
ら
し
に
使
わ
せ
よ

う
。
労
働
者
も
毎
年
所
得

が
下
が
っ
て
い
る
。
も
う

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

国
民
が
手
を
つ
な
い
で
大

運
動
を
」と
訴
え
ま
し
た
。

パ
ー
ト
労
働
者
の
組
合

か
ら
「
朝
か
ら
晩
ま
で
働

い
て
も
わ
ず
か
な
手
取

り
。
最
低
賃
金
を
守
ら
せ

労
働
条
件
も
改
善
さ
せ
な

が
ら
、
働
き
甲
斐
の
あ
る

職
場
を
」
農
民
連
の
白
石

会
長
は
「
政
治
に
よ
る
農

業
切
り
す
て
の
政
治
で
日

本
の
食
糧
自
給
率
は
四
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
切
っ
て
い

る
。
加
え
て
ガ
ソ
リ
ン
の

高
騰
で
農
民
漁
民
に
は
さ

ら
に
打
撃
を
う
け
て
い

る
。
国
の
改
善
策

を
」
と
訴
え
ま
し

た
。医

療
の
分
野
で

は
、
三
多
摩
健
康

友
の
会
か
ら
山
本

さ
ん
が
四
月
か
ら

の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
反
対
の

運
動
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。「
中

身
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
怒
り
が
広
ま

っ
て
い
る
、
三
月

二
十
三
日
に
は
東
京
全
体

で
反
対
大
集
会
を
計
画
し

て
い
る
の
で
参
加
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン

の
代
表
は
元
気
に
「
牛
丼

す
き
家
」
に
対
し
、
残
業

代
を
支
払
わ
せ
る
闘
い
に

つ
い
て
報
告
。
会
場
か
ら

大
き
な
声
援
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。

集
会
後
は
経
団
連
へ
の

要
請
、
各
省
庁
へ
の
交
渉

を
行
い
、
銀
座
パ
レ
ー
ド

で
道
行
く
人
た
ち
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

五
百
を
超
え
る
自
治
体
か
ら

国
へ
意
見
書
が

四
月
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
中
身
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
反
対
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
中
止
や
見
直

し
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

書
は
、五
百
十
二
議
会（
全

地
方
議
会
の
二
十
八
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
署
名
は

三
五
〇
万
筆
に
の
ぼ
り
ま

す
。昨

年
の
参
議

院
選
挙
の
結
果

で
自
民
公
明
の

与
党
は
、
一
部

凍
結
を
い
い
出

し
、
緩
和
策
を

出
し
ま
し
た
。

�
七
十
歳
〜
七

十
四
歳
ま
で
の

窓
口
負
担
を
一

年
間
一
割
に
据

え
置
く
お
く
こ

と
。
�
現
在
扶

養
家
族
で
あ
る

約
二
百
万
人
に
つ
い
て

は
、
半
年
間
の
保
険
料
徴

収
の
見
送
り
、
後
の
半
年

間
は
一
割
に
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
時
的
な
凍

結
で
、
千
三
百
万
人
の
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

高
い
保
険
料
と
医
療
内
容
を
制
限

運
営
主
体
の
東
京
都
後

期
高
齢
者
広
域
連
合
は
、

保
険
料
を
平
均
十
万
二
千

九
百
円
と
決
定
し
ま
し

た
。
全
国
で
一
番
高
い
保

険
料
で
す
。
葬
祭
事
業
費

給
付
を
外
し
、
保
健
事
業

（
健
診
）に
つ
い
て
は
特
定

健
診
内
で
自
己
負
担
を
五

百
円
と
決
め
ま
し
た
。
負

担
金
や
葬
祭
料
に
つ
い
て

は
自
治
体
の
裁
量
に
委
ね

ま
し
た
。
ま
た
先
日
開
か

れ
た
議
会
で
、
二
百
八
万

円
以
下
の
人
に
軽
減
策
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
大
変
な
負
担
で
す
。

四
月
か
ら
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
七
十
四
歳
以

下
と
体
系
が
別
立
て
に
な

っ
て
い
ま
す
。

外
来
診
療
（
主
に
診
療

所
）
で
「
後
期
高
齢
者
診

療
科
」
を
新
設
し
、
慢
性

疾
患
を
総
合
的
に
管
理
す

る
か
か
り
つ
け
医
の
内
容

や
包
括
払
い
も
打
ち
出
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
院

患
者
の
退
院
計
画
の
作
成

や
患
者
の
同
意
の
上
で
終

末
期
に
つ
い
て
文
書
に
し

た
場
合
に
相
談
支
援
料
の

名
目
で
報
酬
を
新
設
し
ま

し
た
。
受
診
の
抑
制
に
つ

な
が
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

撤
回
さ
せ
る
ま
で
声
を
あ
げ
よ
う

こ
の
制
度
は
、
国
の
医

療
費
の
八
兆
円
削
減
が
目

的
で
す
。

年
齢
に
よ
る
差
別
医

療
、
保
険
料
滞
納
者
へ
の

保
険
証
の
取
り
上
げ
な

ど
、
世
界
の
国
で
は
例
を

み
な
い
悪
法
で
す
。

国
会
で
は
、
野
党
が
一

致
し
て
廃
止
さ
せ
る
動
き

も
出
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
中
止
・

撤
回
さ
せ
る
ま
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

２月１８日（月）から３月１７日（月）まで確定申告の時期で
す。用紙はもよりの税務署からもらいます。国税庁のホ
ームページより確定申告書作成コーナーの利用も可能で
す。記入後は税務署に出します。医療費など領収書が無
いと無効になる部分もあります。
払い過ぎている税金を取り戻す正当な権利ですので、みんなで声を掛け
合いながら進めましょう。３月１７日を過ぎても申告書を出すことはできま
す。
確定申告して戻してもらうのは所得税ですが、戻ってくる額がわずかで
も住民税の節約につながり、介護保険料や国民健康保険料にもかかわって
きます。
みんなで声をかけ合いながらすすめましょう。
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２００８年３月 第１０２号

またもや沖縄で米軍兵による暴行事

件が起きました。安保条約はいらな

い、米軍は日本から出て行けの世論

を広げましょう。

なな
くく
せせ
貧貧
困困
二二
・・
十十
三三
総総
行行
動動

「「後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度」」をを
中中止止・・撤撤回回ささせせよようう��

長生きしてよかったといえる制度に（本文とは関係あ
りません）

会場には全国から駆けつけぎっしり

元
気
よ
く
残
業
代
を
支
払
わ
せ

る
運
動
を
報
告

（１） 第１０２号 ２００８年３月医 療 と 健 康 の ひ ろ ば


